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１．混合堆肥複合肥料の窒素肥効パターンとその推定方法 

 

［要約］ 

混合堆肥複合肥料は、混合する窒素肥料の種類や混合割合の違いによって窒素肥効パ

ターンが異なるが、原料の混合割合からおおまかに推定できるため、利用目的に応じた

肥料が設計できる。  
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［背景・ねらい］ 

肥料取締法の改正により、堆肥が普通肥料の原料として利用できることとなり、堆肥の

有効活用が期待されている。そこで、堆肥と様々な化成肥料等を混合した混合堆肥複合肥

料の窒素肥効パターンを明らかにし、利用目的に応じた新規肥料の設計技術を開発する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．配合する窒素肥料の種類や混合割合によって、混合堆肥複合肥料の窒素無機化パター

ン（窒素無機化率と経時変化）は異なる（図１）。 

２．原料の窒素無機化特性値とその混合割合から、混合堆肥複合肥料の窒素無機化パター

ンが推定できる（図２）。 

３．原料の混合割合から計算した混合堆肥複合肥料の推定窒素無機化率は、実測値との差

が５～15％程度である（データ省略）。 

   

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、ローラー・ディスクダイ方式による造粒成型機で試作したペレット径３mm

の混合堆肥複合肥料による結果である。また、原料堆肥は、牛ふん主体の畜種混合堆肥

を用いて、乾物重量で公定規格の上限の５割を混合した。 

２．原料の混合割合に基づく窒素無機化率の推定は、岡山県土壌施肥管理システムを活用

した。  

３．緩効性肥料を原料に用いる場合は、造粒成型時の肥料粒の崩壊等により、想定した窒

素肥効が発現しない場合がある。  

 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/


  

［具体的データ］ 
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図１ 混合堆肥複合肥料の窒素無機化パターン例

※４月１日に施肥した場合（岡山市，畑）を推定
注）図中の肥料タイプは、

有機化成型は有機物由来窒素の割合が50％未満、特別栽培対応型は同じく50％以上の肥料
緩効型はＩＢ窒素等を混合した肥料

土づくり+緩効型は苦土、微量要素、ＩＢ窒素等を混合した肥料  

 

窒素含有率が堆肥2％、尿素46％、菜種油粕5％、
原料の混合割合が堆肥50％＋尿素5％＋菜種油粕45％ の場合

混合堆肥複合肥料の窒素含有率（％）は、5.55％と試算される。

このとき、原料の窒素成分ベースの混合割合（％）は、
堆肥：（2×50/100）/5.55×100＝18

尿素：（46×5/100）/5.55×100＝41.5

菜種油粕：（5×45/100）/5.55×100＝40.5

となり、窒素無機化率は、次式により推定できる。

混合堆肥複合肥料の推定窒素無機化率（％）

＝堆肥の無機化率×18/100＋尿素の無機化率×41.5/100

＋菜種油粕の無機化率×40.5/100

図2 混合堆肥複合肥料の窒素無機化パターンの推定方法
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混合堆肥複合肥料

（推定値の計算例）

家畜ふん堆肥（牛ふん堆肥 等） 有機質肥料（菜種油粕 等）速効性窒素肥料（尿素 等）
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